
■漁港建設業の担い手として外国人材を受け入れて漁港建設業の担い手として外国人材を受け入れて漁港建設業の担い手として外国人材を受け入れて漁港建設業の担い手として外国人材を受け入れて
いくためにいくためにいくためにいくために （一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会

令和元年４月、令和元年４月、令和元年４月、令和元年４月、外国人により不足する人材の確保を図るべき産業上の分野（特定外国人により不足する人材の確保を図るべき産業上の分野（特定外国人により不足する人材の確保を図るべき産業上の分野（特定外国人により不足する人材の確保を図るべき産業上の分野（特定
産業分野：建設業などの産業分野：建設業などの産業分野：建設業などの産業分野：建設業などの14141414分野）について、一定の専門性・技能を有し、即戦力と分野）について、一定の専門性・技能を有し、即戦力と分野）について、一定の専門性・技能を有し、即戦力と分野）について、一定の専門性・技能を有し、即戦力と
なる外国人材に関し、就労を目的とした新しい在留資格（特定技能）が創設されまなる外国人材に関し、就労を目的とした新しい在留資格（特定技能）が創設されまなる外国人材に関し、就労を目的とした新しい在留資格（特定技能）が創設されまなる外国人材に関し、就労を目的とした新しい在留資格（特定技能）が創設されま
した。した。した。した。
建設分野においては、建設分野においては、建設分野においては、建設分野においては、建設分野における担い手不足の解消や生産性向上のため、建設分野における担い手不足の解消や生産性向上のため、建設分野における担い手不足の解消や生産性向上のため、建設分野における担い手不足の解消や生産性向上のため、

外国人材を特定技能外国人として確保し、現場を支える技能労働者として適正かつ外国人材を特定技能外国人として確保し、現場を支える技能労働者として適正かつ外国人材を特定技能外国人として確保し、現場を支える技能労働者として適正かつ外国人材を特定技能外国人として確保し、現場を支える技能労働者として適正かつ
円滑に受け入れ、育成することを目的として円滑に受け入れ、育成することを目的として円滑に受け入れ、育成することを目的として円滑に受け入れ、育成することを目的として、、、、（一社）建設技能人材機構（以下、（一社）建設技能人材機構（以下、（一社）建設技能人材機構（以下、（一社）建設技能人材機構（以下、
ＪＡＣという）がＪＡＣという）がＪＡＣという）がＪＡＣという）が設立され設立され設立され設立され、、、、外国人労働者の教育訓練や特定技能１号評価試験の実外国人労働者の教育訓練や特定技能１号評価試験の実外国人労働者の教育訓練や特定技能１号評価試験の実外国人労働者の教育訓練や特定技能１号評価試験の実
施、職業紹介や説明会の開催といった事業を展開施、職業紹介や説明会の開催といった事業を展開施、職業紹介や説明会の開催といった事業を展開施、職業紹介や説明会の開催といった事業を展開ししししていますていますていますています。。。。

■ 建設分野特定技能制度の背景

（1団体、2,946社）（2025.8現在）
５５

全漁建

ＪＡＣ、全漁建、受入企業の関係



■ （一社）全日本漁港建設協会の取組み

（（（（一社一社一社一社））））全日本漁港建設協会全日本漁港建設協会全日本漁港建設協会全日本漁港建設協会はははは、、、、海上以外の工事にも広く対応可能な海上以外の工事にも広く対応可能な海上以外の工事にも広く対応可能な海上以外の工事にも広く対応可能な「「「「多能工多能工多能工多能工」」」」
的な職種を求める声が的な職種を求める声が的な職種を求める声が的な職種を求める声が会員から会員から会員から会員から多くあ多くあ多くあ多くあったことからったことからったことからったことから、、、、業務区分１９のうち多能工な業務区分１９のうち多能工な業務区分１９のうち多能工な業務区分１９のうち多能工な
職種職種職種職種として設けられた業務区分として設けられた業務区分として設けられた業務区分として設けられた業務区分「「「「土工土工土工土工」」」」においてにおいてにおいてにおいて、、、、漁港漁場関係工事が対応できる漁港漁場関係工事が対応できる漁港漁場関係工事が対応できる漁港漁場関係工事が対応できる
ように措置するように措置するように措置するように措置するとともにとともにとともにとともに（（（（令和４年８月令和４年８月令和４年８月令和４年８月，，，，業務区分が３区分に再編業務区分が３区分に再編業務区分が３区分に再編業務区分が３区分に再編））））、、、、令和２年６令和２年６令和２年６令和２年６
月４日月４日月４日月４日にＪＡＣに加入にＪＡＣに加入にＪＡＣに加入にＪＡＣに加入しししし、、、、会員による特定技能外国人の受入れを支援してきたとこ会員による特定技能外国人の受入れを支援してきたとこ会員による特定技能外国人の受入れを支援してきたとこ会員による特定技能外国人の受入れを支援してきたとこ
ろですろですろですろです。。。。

ＪＡＣの正会員が支払う年会費ＪＡＣの正会員が支払う年会費ＪＡＣの正会員が支払う年会費ＪＡＣの正会員が支払う年会費についてはについてはについてはについては、、、、特定技能外国人受入企業がＪＡＣに特定技能外国人受入企業がＪＡＣに特定技能外国人受入企業がＪＡＣに特定技能外国人受入企業がＪＡＣに
支払う支払う支払う支払う受入負担金受入負担金受入負担金受入負担金の収納事務を当協会が代行して行うことによりの収納事務を当協会が代行して行うことによりの収納事務を当協会が代行して行うことによりの収納事務を当協会が代行して行うことにより、、、、免除免除免除免除されていまされていまされていまされていま
すすすす。。。。またまたまたまた、、、、特定技能外国人を受入れている会員の年会費特定技能外国人を受入れている会員の年会費特定技能外国人を受入れている会員の年会費特定技能外国人を受入れている会員の年会費についてはについてはについてはについては、、、、ＪＡＣ正会員ＪＡＣ正会員ＪＡＣ正会員ＪＡＣ正会員
である当協会の傘下企業であることからである当協会の傘下企業であることからである当協会の傘下企業であることからである当協会の傘下企業であることから、、、、免除免除免除免除されていますされていますされていますされています。。。。

このためこのためこのためこのため、、、、特定技能外国人受入れにあたって特定技能外国人受入れにあたって特定技能外国人受入れにあたって特定技能外国人受入れにあたって地方整備局に申請する地方整備局に申請する地方整備局に申請する地方整備局に申請する「「「「建設特定技建設特定技建設特定技建設特定技
能受入計画能受入計画能受入計画能受入計画」」」」にはにはにはには、、、、ＪＡＣに加入していることを証する書類が必要となるためＪＡＣに加入していることを証する書類が必要となるためＪＡＣに加入していることを証する書類が必要となるためＪＡＣに加入していることを証する書類が必要となるため、、、、当当当当
協会から受入会員企業に協会から受入会員企業に協会から受入会員企業に協会から受入会員企業に「「「「会員証明書会員証明書会員証明書会員証明書」」」」を発行を発行を発行を発行いたしますいたしますいたしますいたします。。。。
※※※※地方整備局に申請する地方整備局に申請する地方整備局に申請する地方整備局に申請する「「「「建設特定技能受入計画建設特定技能受入計画建設特定技能受入計画建設特定技能受入計画」」」」の添付書類についてはの添付書類についてはの添付書類についてはの添付書類については、、、、後掲後掲後掲後掲

「「「「受入計画受入計画受入計画受入計画 オンライン申請添付書類一覧オンライン申請添付書類一覧オンライン申請添付書類一覧オンライン申請添付書類一覧」」」」を参照を参照を参照を参照

（一社）建設技能人材機構（（一社）建設技能人材機構（（一社）建設技能人材機構（（一社）建設技能人材機構（JACJACJACJAC））））

（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会
〇事務担当〇事務担当〇事務担当〇事務担当 ：全漁建本部事務局長：全漁建本部事務局長：全漁建本部事務局長：全漁建本部事務局長
〇事務内容：①試験問題作成等の事業協力〇事務内容：①試験問題作成等の事業協力〇事務内容：①試験問題作成等の事業協力〇事務内容：①試験問題作成等の事業協力

②特定技能外国人の受入負担金の収納代行業務②特定技能外国人の受入負担金の収納代行業務②特定技能外国人の受入負担金の収納代行業務②特定技能外国人の受入負担金の収納代行業務

受入会員企業Ｂ受入会員企業Ｂ受入会員企業Ｂ受入会員企業Ｂ 受入会員企業Ｃ受入会員企業Ａ受入会員企業Ａ受入会員企業Ａ受入会員企業Ａ

〇年会費（〇年会費（〇年会費（〇年会費（36363636万円万円万円万円////年）の納入年）の納入年）の納入年）の納入
受入負担金（受入負担金（受入負担金（受入負担金（※※※※）の収納代行事務を行う場合は、免除）の収納代行事務を行う場合は、免除）の収納代行事務を行う場合は、免除）の収納代行事務を行う場合は、免除

〇年会費（〇年会費（〇年会費（〇年会費（24242424万円万円万円万円////年）（全漁建年）（全漁建年）（全漁建年）（全漁建
の会員は免除）の会員は免除）の会員は免除）の会員は免除）
〇受入負担金（〇受入負担金（〇受入負担金（〇受入負担金（※※※※）の納入）の納入）の納入）の納入

「土木」「建築」
「ライフライン・設備」

〇JACへの正会員寄付金50万円

「土木」 「建築」 「ライフライン・設備」

※※※※ 受入企業の受入負担金（令和６年７月以降）受入企業の受入負担金（令和６年７月以降）受入企業の受入負担金（令和６年７月以降）受入企業の受入負担金（令和６年７月以降）

受入負担金
の月額対象となる特定技能外国人

12,500円１号特定技能外国人



■ 在留資格取得のルート

■ 建設分野特定技能制度について

特定技能特定技能特定技能特定技能外国人外国人外国人外国人の活動内容はの活動内容はの活動内容はの活動内容は、、、、特定産業分野であって特定産業分野であって特定産業分野であって特定産業分野であって、、、、相当程度の知識又は経験相当程度の知識又は経験相当程度の知識又は経験相当程度の知識又は経験
を必要とする技能を要する業務に従事するを必要とする技能を要する業務に従事するを必要とする技能を要する業務に従事するを必要とする技能を要する業務に従事する在留資格在留資格在留資格在留資格を特定技能を特定技能を特定技能を特定技能１１１１号号号号、、、、熟練した技能熟練した技能熟練した技能熟練した技能
を要する業務に従事するを要する業務に従事するを要する業務に従事するを要する業務に従事する在留資格在留資格在留資格在留資格を特定技能を特定技能を特定技能を特定技能２２２２号号号号にににに区分され区分され区分され区分されていますていますていますています。。。。

（参考）技能実習（参考）技能実習（参考）技能実習（参考）技能実習特定技能２号特定技能２号特定技能２号特定技能２号特定技能１号特定技能１号特定技能１号特定技能１号

技能実習１号技能実習１号技能実習１号技能実習１号 ：１年以内：１年以内：１年以内：１年以内
技能実習２号技能実習２号技能実習２号技能実習２号 ：２年以内：２年以内：２年以内：２年以内
技能実習３号技能実習３号技能実習３号技能実習３号 ：２年以内：２年以内：２年以内：２年以内

（合計で最長５年）（合計で最長５年）（合計で最長５年）（合計で最長５年）

3333年，年，年，年，1111年又は年又は年又は年又は6666か月か月か月か月
ごとごとごとごとにににに更新更新更新更新し、上し、上し、上し、上
限はない限はない限はない限はない

1111年，年，年，年，6666か月又はか月又はか月又はか月又は4444か月ごとの更新，通算か月ごとの更新，通算か月ごとの更新，通算か月ごとの更新，通算
で上限で上限で上限で上限5555年まで年まで年まで年まで

在留期間在留期間在留期間在留期間

求めない求めない求めない求めない試験等で確認試験等で確認試験等で確認試験等で確認試験等で確認（技能実習２号を良好に試験等で確認（技能実習２号を良好に試験等で確認（技能実習２号を良好に試験等で確認（技能実習２号を良好に
修了した外国人などは試験を免除）修了した外国人などは試験を免除）修了した外国人などは試験を免除）修了した外国人などは試験を免除）

技術水準技術水準技術水準技術水準

求めない求めない求めない求めない試験等での確認は試験等での確認は試験等での確認は試験等での確認は
不要不要不要不要

生活や業務に必要な日本語能力を試験生活や業務に必要な日本語能力を試験生活や業務に必要な日本語能力を試験生活や業務に必要な日本語能力を試験
等で確認（技能実習２号を良好に修了等で確認（技能実習２号を良好に修了等で確認（技能実習２号を良好に修了等で確認（技能実習２号を良好に修了
した外国人は試験を免除）した外国人は試験を免除）した外国人は試験を免除）した外国人は試験を免除）

日本語日本語日本語日本語
能力水準能力水準能力水準能力水準

認めない認めない認めない認めない要件を満たせば可要件を満たせば可要件を満たせば可要件を満たせば可
能能能能（（（（配偶者配偶者配偶者配偶者，，，，子子子子））））

基本的に認めない基本的に認めない基本的に認めない基本的に認めない家族の帯同家族の帯同家族の帯同家族の帯同

原則不可原則不可原則不可原則不可。。。。ただしただしただしただし，，，，実習実施実習実施実習実施実習実施
者の倒産等やむを得ない場合者の倒産等やむを得ない場合者の倒産等やむを得ない場合者の倒産等やむを得ない場合
やややや，，，，２号から３号への移行時２号から３号への移行時２号から３号への移行時２号から３号への移行時
は転籍可能は転籍可能は転籍可能は転籍可能

同左同左同左同左同一の業務区分内又は試験によりその同一の業務区分内又は試験によりその同一の業務区分内又は試験によりその同一の業務区分内又は試験によりその
技能水準の共通性が確認されている業技能水準の共通性が確認されている業技能水準の共通性が確認されている業技能水準の共通性が確認されている業
務区分間において転職可能務区分間において転職可能務区分間において転職可能務区分間において転職可能

転籍・転職転籍・転職転籍・転職転籍・転職

なしなしなしなし同左同左同左同左個人又は団体が受入れ機関からの委託個人又は団体が受入れ機関からの委託個人又は団体が受入れ機関からの委託個人又は団体が受入れ機関からの委託
を受けて特定技能外国人に住居の確保を受けて特定技能外国人に住居の確保を受けて特定技能外国人に住居の確保を受けて特定技能外国人に住居の確保
その他の支援を行う支援機関ありその他の支援を行う支援機関ありその他の支援を行う支援機関ありその他の支援を行う支援機関あり((((出入出入出入出入
国在留管理庁による登録制国在留管理庁による登録制国在留管理庁による登録制国在留管理庁による登録制))))

支援機関支援機関支援機関支援機関

特定技能１号として在留資格を得るためのルートには特定技能１号として在留資格を得るためのルートには特定技能１号として在留資格を得るためのルートには特定技能１号として在留資格を得るためのルートには、、、、「「「「試験合格ルート試験合格ルート試験合格ルート試験合格ルート」」」」とととと
「「「「技能実習等からの切替ルート技能実習等からの切替ルート技能実習等からの切替ルート技能実習等からの切替ルート」」」」の２通りの方法がありますの２通りの方法がありますの２通りの方法がありますの２通りの方法があります。。。。



■ 試験合格ルートについて

特定技能１号として在留資格を得るためのルートには特定技能１号として在留資格を得るためのルートには特定技能１号として在留資格を得るためのルートには特定技能１号として在留資格を得るためのルートには、、、、「「「「試験合格ルート試験合格ルート試験合格ルート試験合格ルート」」」」とととと
「「「「技能実習等からの切替ルート技能実習等からの切替ルート技能実習等からの切替ルート技能実習等からの切替ルート」」」」の２通りの方法がありの２通りの方法がありの２通りの方法がありの２通りの方法があり、、、、そのうちそのうちそのうちそのうち、、、、「「「「試験合格試験合格試験合格試験合格
ルートルートルートルート」」」」は３区分は３区分は３区分は３区分（（（（土木土木土木土木、、、、建築建築建築建築、、、、ライフラインライフラインライフラインライフライン・・・・設備設備設備設備））））ごとにごとにごとにごとに、、、、特定技能評価試験特定技能評価試験特定技能評価試験特定技能評価試験
が実施が実施が実施が実施されていますされていますされていますされています。。。。
特定技能１号の在留資格特定技能１号の在留資格特定技能１号の在留資格特定技能１号の在留資格を取得するためにはを取得するためにはを取得するためにはを取得するためには、、、、特定技能１号評価試験に合格する特定技能１号評価試験に合格する特定技能１号評価試験に合格する特定技能１号評価試験に合格する

ことに加えことに加えことに加えことに加え、、、、日本語試験に合格することが必要日本語試験に合格することが必要日本語試験に合格することが必要日本語試験に合格することが必要ですですですです。。。。
またまたまたまた、、、、特定技能２号の在留資格特定技能２号の在留資格特定技能２号の在留資格特定技能２号の在留資格を取得するためにはを取得するためにはを取得するためにはを取得するためには、、、、特定技能２号評価試験に合特定技能２号評価試験に合特定技能２号評価試験に合特定技能２号評価試験に合

格することに加えて格することに加えて格することに加えて格することに加えて、、、、班長又は職長として班長又は職長として班長又は職長として班長又は職長として、、、、国土交通省の定める期間国土交通省の定める期間国土交通省の定める期間国土交通省の定める期間（（（（0000....5555～３～３～３～３
年年年年））））の実務経験が必要の実務経験が必要の実務経験が必要の実務経験が必要となりますとなりますとなりますとなります。。。。
試験範囲とサンプル問題試験範囲とサンプル問題試験範囲とサンプル問題試験範囲とサンプル問題、、、、勉強資料勉強資料勉強資料勉強資料、、、、参考資料は参考資料は参考資料は参考資料は、、、、ＪＡＣのホームページに掲載ＪＡＣのホームページに掲載ＪＡＣのホームページに掲載ＪＡＣのホームページに掲載

されていますされていますされていますされています。。。。httpshttpshttpshttps:::://jac//jac//jac//jac----skillskillskillskill....orororor....jp/exam/jp/exam/jp/exam/jp/exam/

第第第第1111問問問問
作業開始前に毎日行われる、すべての作業員が集まるミーティングを何というか。作業開始前に毎日行われる、すべての作業員が集まるミーティングを何というか。作業開始前に毎日行われる、すべての作業員が集まるミーティングを何というか。作業開始前に毎日行われる、すべての作業員が集まるミーティングを何というか。
さぎょうさぎょうさぎょうさぎょう かいしかいしかいしかいし まえまえまえまえ にににに まいにちまいにちまいにちまいにち おこなわれる、おこなわれる、おこなわれる、おこなわれる、 すべてすべてすべてすべて のののの さぎょうさぎょうさぎょうさぎょう いんいんいんいん がががが ああああ
つまるつまるつまるつまる みーてぃんぐみーてぃんぐみーてぃんぐみーてぃんぐ をををを なんなんなんなん とととと いういういういう か。か。か。か。
１．朝礼（ちょうれい）１．朝礼（ちょうれい）１．朝礼（ちょうれい）１．朝礼（ちょうれい）
２．ラジオ体操（らじお２．ラジオ体操（らじお２．ラジオ体操（らじお２．ラジオ体操（らじお たいそう）たいそう）たいそう）たいそう）
３．安全唱和（あんぜん３．安全唱和（あんぜん３．安全唱和（あんぜん３．安全唱和（あんぜん しょうわ）しょうわ）しょうわ）しょうわ） こたえこたえこたえこたえ １１１１

第第第第23232323問問問問
以下の文章の（以下の文章の（以下の文章の（以下の文章の（ ）に入る言葉を選びなさい。）に入る言葉を選びなさい。）に入る言葉を選びなさい。）に入る言葉を選びなさい。

（（（（ ）は、鉄筋と鉄筋のつなぐ部分を加熱して、軸方向に圧力をかけて接合する工法で）は、鉄筋と鉄筋のつなぐ部分を加熱して、軸方向に圧力をかけて接合する工法で）は、鉄筋と鉄筋のつなぐ部分を加熱して、軸方向に圧力をかけて接合する工法で）は、鉄筋と鉄筋のつなぐ部分を加熱して、軸方向に圧力をかけて接合する工法で
ある。ある。ある。ある。
いかのぶんしょうの（いかのぶんしょうの（いかのぶんしょうの（いかのぶんしょうの（ ）））） にはいることばにはいることばにはいることばにはいることば をををを えらびなさい。えらびなさい。えらびなさい。えらびなさい。

（（（（ ）は、）は、）は、）は、 てっきんてっきんてっきんてっきん とととと てっきんてっきんてっきんてっきん のののの つなぐつなぐつなぐつなぐ ぶぶんぶぶんぶぶんぶぶん をををを かねつかねつかねつかねつ して、して、して、して、 じくほうこうじくほうこうじくほうこうじくほうこう
にににに あつりょくあつりょくあつりょくあつりょく をををを かけてかけてかけてかけて せつごうせつごうせつごうせつごう するするするする こうほうこうほうこうほうこうほう である。である。である。である。
１．溶接継手（ようせつ１．溶接継手（ようせつ１．溶接継手（ようせつ１．溶接継手（ようせつ つぎて）つぎて）つぎて）つぎて）
２．ガス圧接継手（がすあつせつ２．ガス圧接継手（がすあつせつ２．ガス圧接継手（がすあつせつ２．ガス圧接継手（がすあつせつ つぎて）つぎて）つぎて）つぎて）
３．重ね継手（かさね３．重ね継手（かさね３．重ね継手（かさね３．重ね継手（かさね つぎて）つぎて）つぎて）つぎて） こたえこたえこたえこたえ ２２２２

■ １号評価試験（学科試験）30問のサンプル問題

■ １号評価試験（実技試験）20問のサンプル問題

第第第第2222問問問問
写真の機械の名前はどれか。写真の機械の名前はどれか。写真の機械の名前はどれか。写真の機械の名前はどれか。
しゃしんしゃしんしゃしんしゃしん のののの きかいきかいきかいきかい のののの なまえなまえなまえなまえ はははは どれか。どれか。どれか。どれか。
１．グラブ浚渫船（ぐらぶ１．グラブ浚渫船（ぐらぶ１．グラブ浚渫船（ぐらぶ１．グラブ浚渫船（ぐらぶ しゅんせつしゅんせつしゅんせつしゅんせつ せん）せん）せん）せん）
２．揚錨船（ようびょう２．揚錨船（ようびょう２．揚錨船（ようびょう２．揚錨船（ようびょう せん）せん）せん）せん）
３．引船（ひきふね）３．引船（ひきふね）３．引船（ひきふね）３．引船（ひきふね）
４．土運船（どうん４．土運船（どうん４．土運船（どうん４．土運船（どうん せん）せん）せん）せん）

こたえこたえこたえこたえ ２２２２

第第第第10101010問問問問
型枠工事において、型枠の補強が不十分で型枠が壊れ、生コンが流れ出すことを何型枠工事において、型枠の補強が不十分で型枠が壊れ、生コンが流れ出すことを何型枠工事において、型枠の補強が不十分で型枠が壊れ、生コンが流れ出すことを何型枠工事において、型枠の補強が不十分で型枠が壊れ、生コンが流れ出すことを何 というか。というか。というか。というか。
かたわくかたわくかたわくかたわく こうじこうじこうじこうじ にににに おいて、おいて、おいて、おいて、 かたわくかたわくかたわくかたわく のののの ほきょうほきょうほきょうほきょう がががが ふじゅうぶんふじゅうぶんふじゅうぶんふじゅうぶん でででで かたわくかたわくかたわくかたわく がががが こわれ、こわれ、こわれ、こわれ、

なまこんなまこんなまこんなまこん がががが ながれだすことながれだすことながれだすことながれだすこと をををを なんというか。なんというか。なんというか。なんというか。
１．解体（かいたい）１．解体（かいたい）１．解体（かいたい）１．解体（かいたい）
２．パンク（ぱんく）２．パンク（ぱんく）２．パンク（ぱんく）２．パンク（ぱんく） こたえこたえこたえこたえ ２２２２



■ 技能実習等からの切替ルートについて

令和４年８月令和４年８月令和４年８月令和４年８月30303030日、日、日、日、業務区分業務区分業務区分業務区分がががが19191919区分と細分化されていたことから、区分と細分化されていたことから、区分と細分化されていたことから、区分と細分化されていたことから、３区分３区分３区分３区分
（土木、建築、ライフライン・設備）に統合（土木、建築、ライフライン・設備）に統合（土木、建築、ライフライン・設備）に統合（土木、建築、ライフライン・設備）に統合する等の改正する等の改正する等の改正する等の改正が行われ、業務範囲がが行われ、業務範囲がが行われ、業務範囲がが行われ、業務範囲が
大幅に拡大されました。大幅に拡大されました。大幅に拡大されました。大幅に拡大されました。
これにより、これにより、これにより、これにより、技能実習２号を良好に修了した外国人、又は技能実習３号を修了技能実習２号を良好に修了した外国人、又は技能実習３号を修了技能実習２号を良好に修了した外国人、又は技能実習３号を修了技能実習２号を良好に修了した外国人、又は技能実習３号を修了

した外国人が特定技能外国人として従事する場合、技能実習の職種（作業）と特した外国人が特定技能外国人として従事する場合、技能実習の職種（作業）と特した外国人が特定技能外国人として従事する場合、技能実習の職種（作業）と特した外国人が特定技能外国人として従事する場合、技能実習の職種（作業）と特
定技能の業務区分が対応しているときは特定技能評価試験及び日本語試験が免除定技能の業務区分が対応しているときは特定技能評価試験及び日本語試験が免除定技能の業務区分が対応しているときは特定技能評価試験及び日本語試験が免除定技能の業務区分が対応しているときは特定技能評価試験及び日本語試験が免除
となりますとなりますとなりますとなります。。。。
例えば例えば例えば例えば、、、、「「「「型枠施工型枠施工型枠施工型枠施工」」」」の技能実習２号を良好に修了した外国人はの技能実習２号を良好に修了した外国人はの技能実習２号を良好に修了した外国人はの技能実習２号を良好に修了した外国人は、、、、特定技能の特定技能の特定技能の特定技能の

業務区分業務区分業務区分業務区分「「「「土木土木土木土木」」」」又は又は又は又は「「「「建築建築建築建築」」」」で従事する場合で従事する場合で従事する場合で従事する場合、、、、特定技能評価試験及び日本語試特定技能評価試験及び日本語試特定技能評価試験及び日本語試特定技能評価試験及び日本語試
験が免除となり験が免除となり験が免除となり験が免除となり、、、、在留資格の変更在留資格の変更在留資格の変更在留資格の変更（（（（技能実習生技能実習生技能実習生技能実習生→→→→特定技能特定技能特定技能特定技能））））により在留することにより在留することにより在留することにより在留すること
が可能となりますが可能となりますが可能となりますが可能となります。。。。
技能実習の各職種がどの業務区分に対応しているかについては技能実習の各職種がどの業務区分に対応しているかについては技能実習の各職種がどの業務区分に対応しているかについては技能実習の各職種がどの業務区分に対応しているかについては「「「「技能実習の移技能実習の移技能実習の移技能実習の移

行対象職種と業務区分との対応行対象職種と業務区分との対応行対象職種と業務区分との対応行対象職種と業務区分との対応」」」」を参照を参照を参照を参照、、、、またまたまたまた、、、、技能実習の職種技能実習の職種技能実習の職種技能実習の職種（（（（作業作業作業作業））））と業務と業務と業務と業務
区分区分区分区分（（（（土木土木土木土木））））の対応についてはの対応についてはの対応についてはの対応については「「「「特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関す特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関す特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関す特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関す
る運用要領－建設分野の基準について－る運用要領－建設分野の基準について－る運用要領－建設分野の基準について－る運用要領－建設分野の基準について－」」」」を参照願いますを参照願いますを参照願いますを参照願います。。。。

ここでいうここでいうここでいうここでいう「「「「技能実習２号を良好に修了技能実習２号を良好に修了技能実習２号を良好に修了技能実習２号を良好に修了」」」」とはとはとはとは、、、、技能実習を２年技能実習を２年技能実習を２年技能実習を２年10101010か月以上修か月以上修か月以上修か月以上修
了し了し了し了し、、、、次のいずれかを満たすことです次のいずれかを満たすことです次のいずれかを満たすことです次のいずれかを満たすことです。。。。
①①①①技能検定３級又は技能実習評価試験技能検定３級又は技能実習評価試験技能検定３級又は技能実習評価試験技能検定３級又は技能実習評価試験（（（（専門級専門級専門級専門級））））の実技試験に合格しているこの実技試験に合格しているこの実技試験に合格しているこの実技試験に合格しているこ
とととと。。。。ただしただしただしただし、、、、技能実習の職種技能実習の職種技能実習の職種技能実習の職種（（（（作業作業作業作業））））が特定技能１号の業務区分に応じていが特定技能１号の業務区分に応じていが特定技能１号の業務区分に応じていが特定技能１号の業務区分に応じてい
る場合はる場合はる場合はる場合は、、、、試験免除となります試験免除となります試験免除となります試験免除となります。。。。

②②②②実習実施者が作成した評価調書により技能実習２号を実習実施者が作成した評価調書により技能実習２号を実習実施者が作成した評価調書により技能実習２号を実習実施者が作成した評価調書により技能実習２号を「「「「良好に修了良好に修了良好に修了良好に修了」」」」と認めと認めと認めと認め
られることられることられることられること。。。。



■ 特定技能１号（土木）の試験が免除となる技能実習２号

指導者の指示・監督を受けながら、指導者の指示・監督を受けながら、指導者の指示・監督を受けながら、指導者の指示・監督を受けながら、土木施設の新設、改築、維持、修繕に係る作業等土木施設の新設、改築、維持、修繕に係る作業等土木施設の新設、改築、維持、修繕に係る作業等土木施設の新設、改築、維持、修繕に係る作業等
に従事に従事に従事に従事

業務の定義業務の定義業務の定義業務の定義

①①①① 型枠施工型枠施工型枠施工型枠施工
②②②② コンクリート圧送コンクリート圧送コンクリート圧送コンクリート圧送
③③③③ トンネル推進工トンネル推進工トンネル推進工トンネル推進工
④④④④ 建設機械施工建設機械施工建設機械施工建設機械施工
⑤⑤⑤⑤ 土工土工土工土工
⑥⑥⑥⑥ 鉄筋施工鉄筋施工鉄筋施工鉄筋施工
⑦⑦⑦⑦ とびとびとびとび
⑧⑧⑧⑧ 海洋土木工海洋土木工海洋土木工海洋土木工
⑨⑨⑨⑨ その他、土木施設の新設、改築、維持、修繕に係る作業その他、土木施設の新設、改築、維持、修繕に係る作業その他、土木施設の新設、改築、維持、修繕に係る作業その他、土木施設の新設、改築、維持、修繕に係る作業

主な業務内容主な業務内容主な業務内容主な業務内容

①①①① 原材料・部品の調達・搬送原材料・部品の調達・搬送原材料・部品の調達・搬送原材料・部品の調達・搬送
②②②② 機器・装置・工具等の保守管理機器・装置・工具等の保守管理機器・装置・工具等の保守管理機器・装置・工具等の保守管理
③③③③ 足場の組立て、設備の掘り起こしその他の後工程の準備作業足場の組立て、設備の掘り起こしその他の後工程の準備作業足場の組立て、設備の掘り起こしその他の後工程の準備作業足場の組立て、設備の掘り起こしその他の後工程の準備作業
④④④④ 足場の解体、設備の埋め戻しその他の前工程の片付け作業足場の解体、設備の埋め戻しその他の前工程の片付け作業足場の解体、設備の埋め戻しその他の前工程の片付け作業足場の解体、設備の埋め戻しその他の前工程の片付け作業
⑤⑤⑤⑤ 清掃・保守管理作業清掃・保守管理作業清掃・保守管理作業清掃・保守管理作業
⑥⑥⑥⑥ その他、主たる業務に付随して行う作業その他、主たる業務に付随して行う作業その他、主たる業務に付随して行う作業その他、主たる業務に付随して行う作業

想定される関連業務想定される関連業務想定される関連業務想定される関連業務

※※※※「「「「土木施設土木施設土木施設土木施設」」」」とはとはとはとは、、、、一般に一般に一般に一般に、、、、土地に定着する工作物のうち建築物以外のものを広く含む概念であると解され土地に定着する工作物のうち建築物以外のものを広く含む概念であると解され土地に定着する工作物のうち建築物以外のものを広く含む概念であると解され土地に定着する工作物のうち建築物以外のものを広く含む概念であると解され
ておりておりておりており、、、、道路道路道路道路、、、、公園公園公園公園、、、、河川堤防河川堤防河川堤防河川堤防、、、、港湾施設港湾施設港湾施設港湾施設、、、、空港滑走路等がその代表的なもの空港滑走路等がその代表的なもの空港滑走路等がその代表的なもの空港滑走路等がその代表的なもの

作業作業作業作業職種職種職種職種

パーカッション式さく井工事作業、ロータリー式さく井工事作業パーカッション式さく井工事作業、ロータリー式さく井工事作業パーカッション式さく井工事作業、ロータリー式さく井工事作業パーカッション式さく井工事作業、ロータリー式さく井工事作業さく井さく井さく井さく井

型枠工事作業型枠工事作業型枠工事作業型枠工事作業型枠施工型枠施工型枠施工型枠施工

鉄筋組立て作業鉄筋組立て作業鉄筋組立て作業鉄筋組立て作業鉄筋施工鉄筋施工鉄筋施工鉄筋施工

とび作業とび作業とび作業とび作業とびとびとびとび

コンクリート圧送工事作業コンクリート圧送工事作業コンクリート圧送工事作業コンクリート圧送工事作業コンクリート圧送施工コンクリート圧送施工コンクリート圧送施工コンクリート圧送施工

ウェルポイント工事作業ウェルポイント工事作業ウェルポイント工事作業ウェルポイント工事作業ウェルポイント施工ウェルポイント施工ウェルポイント施工ウェルポイント施工

押土・整地作業、積込み作業、掘削作業、締固め作業押土・整地作業、積込み作業、掘削作業、締固め作業押土・整地作業、積込み作業、掘削作業、締固め作業押土・整地作業、積込み作業、掘削作業、締固め作業建設機械施工建設機械施工建設機械施工建設機械施工

構造物鉄工作業構造物鉄工作業構造物鉄工作業構造物鉄工作業鉄工鉄工鉄工鉄工

建築塗装作業、鉄橋塗装作業建築塗装作業、鉄橋塗装作業建築塗装作業、鉄橋塗装作業建築塗装作業、鉄橋塗装作業塗装塗装塗装塗装

手溶接、半自動溶接手溶接、半自動溶接手溶接、半自動溶接手溶接、半自動溶接溶接溶接溶接溶接

※※※※「「「「 特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関する運用要領－建設分野の基準について－特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関する運用要領－建設分野の基準について－特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関する運用要領－建設分野の基準について－特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関する運用要領－建設分野の基準について－ 」」」」
（平成３１年３月法務省・国土交通省編）（平成３１年３月法務省・国土交通省編）（平成３１年３月法務省・国土交通省編）（平成３１年３月法務省・国土交通省編） 別表別表別表別表 6666----1111（建設）（建設）（建設）（建設）

■ 特定技能１号（土木）の特定技能外国人が従事できる業務内容及び主に想定される関連業務

※※※※「「「「 特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関する運用要領－建設分野の基準について－特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関する運用要領－建設分野の基準について－特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関する運用要領－建設分野の基準について－特定の分野に係る特定技能外国人受入れに関する運用要領－建設分野の基準について－ 」」」」
（平成３１年３月法務省・国土交通省編）（平成３１年３月法務省・国土交通省編）（平成３１年３月法務省・国土交通省編）（平成３１年３月法務省・国土交通省編） 別表別表別表別表 6666----2222

※※※※ 専ら関連業務のみに従事することは認められません専ら関連業務のみに従事することは認められません専ら関連業務のみに従事することは認められません専ら関連業務のみに従事することは認められません。。。。



■ 受入企業が行う一連の事務について

試験(国内・海外)

技能実習生

②受入計画の申請

⑤雇用保険被保険者取得届出等

⑥受入報告書の提出

⑦受入れ後講習会

雇用契約前に要認定

地方整備局の認定

出入国在留管理庁の審査

特定技能外国人になろうとする者

ハローワーク

地方整備局の認定

FITSによる講習

雇用及び離職の際、提出

概ね１ヵ月以内

概ね３ヵ月以内

入国３カ月前

（一社）建設技能人材機構
（JAC）

①求人募集

③支援計画の作成
④在留資格認定証明書の交付申請等

①①①①求人募集求人募集求人募集求人募集
・・・・ＪＡＣでは、ＪＡＣでは、ＪＡＣでは、ＪＡＣでは、特定技能外国人の受入れを希望する企業からの募集情報の掲載を受け付けています。特定技能外国人の受入れを希望する企業からの募集情報の掲載を受け付けています。特定技能外国人の受入れを希望する企業からの募集情報の掲載を受け付けています。特定技能外国人の受入れを希望する企業からの募集情報の掲載を受け付けています。

以下の以下の以下の以下のＪＡＣのホームページのＪＡＣのホームページのＪＡＣのホームページのＪＡＣのホームページの求人の申込みフォームより必要事項をお送りいただき審査の上、求求人の申込みフォームより必要事項をお送りいただき審査の上、求求人の申込みフォームより必要事項をお送りいただき審査の上、求求人の申込みフォームより必要事項をお送りいただき審査の上、求
人情報を掲載します。また、求職一覧に掲載している特定技能外国人のご紹介をします。なお、人情報を掲載します。また、求職一覧に掲載している特定技能外国人のご紹介をします。なお、人情報を掲載します。また、求職一覧に掲載している特定技能外国人のご紹介をします。なお、人情報を掲載します。また、求職一覧に掲載している特定技能外国人のご紹介をします。なお、求求求求
人情報の掲載、求職外国人の紹介について、手数料は一切かかりません。人情報の掲載、求職外国人の紹介について、手数料は一切かかりません。人情報の掲載、求職外国人の紹介について、手数料は一切かかりません。人情報の掲載、求職外国人の紹介について、手数料は一切かかりません。

JACJACJACJACホームページホームページホームページホームページ httpshttpshttpshttps:::://jac//jac//jac//jac----skillskillskillskill....orororor....jp/jobjp/jobjp/jobjp/job----matching/matching/matching/matching/

■ ＪＡＣによる求人求職制度のしくみ



②②②②建設特定技能受入計画の申請建設特定技能受入計画の申請建設特定技能受入計画の申請建設特定技能受入計画の申請
・・・・雇用契約締結前に受入計画を作成して地方整備局に申請し認定を受けます雇用契約締結前に受入計画を作成して地方整備局に申請し認定を受けます雇用契約締結前に受入計画を作成して地方整備局に申請し認定を受けます雇用契約締結前に受入計画を作成して地方整備局に申請し認定を受けます。。。。
・・・・建設特定技能受入計画の申請は建設特定技能受入計画の申請は建設特定技能受入計画の申請は建設特定技能受入計画の申請は、、、、下記のアドレスから下記のアドレスから下記のアドレスから下記のアドレスから「「「「外国人就労管理システム外国人就労管理システム外国人就労管理システム外国人就労管理システム」」」」にアクセにアクセにアクセにアクセ
スして申請しますスして申請しますスして申請しますスして申請します。。。。

・・・・詳細は国土交通省の各地方整備局詳細は国土交通省の各地方整備局詳細は国土交通省の各地方整備局詳細は国土交通省の各地方整備局、、、、北海道開発局又は沖縄総合事務局へお問い合わせ下さい北海道開発局又は沖縄総合事務局へお問い合わせ下さい北海道開発局又は沖縄総合事務局へお問い合わせ下さい北海道開発局又は沖縄総合事務局へお問い合わせ下さい。。。。

https://gaikokujin-shuro.keg.jp/gjsk_1.0.0/portal

■ 受入計画 オンライン申請添付書類一覧

書類名書類No.

登記事項証明書（履歴事項全部証明書）（申請日より3カ月以内発行のもの）１

建設業許可証（有効期限内のもの）２

常勤職員数を明らかにする文書（社会保険加入の確認書類）３

建設キャリアアップシステムの事業者IDを確認する書類４

特定技能外国人受入事業実施法人に加入していることを証する書類（会員証明書）５

代理権を有することを証する書類（代理申請を行う場合のみ）６

ハローワークで求人した際の求人票（申請日から直近１年以内。建築・土木の作業員の募集であること）７

同等の技能を有する日本人と同等額以上の報酬であることの説明書（国土交通省ホームページからダウンロード）８

就業規則及び賃金規程（労働基準監督署に提出したものの写し。常時10人以上の労働者を使用していない企業に
あって、これらを作成していない場合には提出不要）９

同等の技能を有する日本人の賃金台帳（直近１年分。賞与を含む。）10

同等の技能を有する日本人の実務経験年数を証明する書類（経歴書等。様式任意）11

特定技能雇用契約書及び雇用条件書の写し（全員分）12

時間外労働・休日労働に関する協定届（36協定届）、変形労働時間に係る協定書、協定届、年間カレンダー（有効
期限内のもの）13

雇用契約に係る重要事項事前説明書（告示様式第２）（全員分）14

建設キャリアアップシステムの技能者IDを確認する書類15

〇書類〇書類〇書類〇書類No.5No.5No.5No.5「会員証明書」について「会員証明書」について「会員証明書」について「会員証明書」について

特定技能外国人受入れにあたって地方整備局に申請す特定技能外国人受入れにあたって地方整備局に申請す特定技能外国人受入れにあたって地方整備局に申請す特定技能外国人受入れにあたって地方整備局に申請す
る「建設特定技能受入計画」には、ＪＡＣに加入しているる「建設特定技能受入計画」には、ＪＡＣに加入しているる「建設特定技能受入計画」には、ＪＡＣに加入しているる「建設特定技能受入計画」には、ＪＡＣに加入している
ことを証する書類が必要となるため、ことを証する書類が必要となるため、ことを証する書類が必要となるため、ことを証する書類が必要となるため、当協会から受入会員当協会から受入会員当協会から受入会員当協会から受入会員
企業に「会員証明書」を発行企業に「会員証明書」を発行企業に「会員証明書」を発行企業に「会員証明書」を発行いたします。いたします。いたします。いたします。

「会員証明書」が必要な場合は、ご連絡願います。「会員証明書」が必要な場合は、ご連絡願います。「会員証明書」が必要な場合は、ご連絡願います。「会員証明書」が必要な場合は、ご連絡願います。

（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会
東京都中央区八丁堀３丁目２５番１０号東京都中央区八丁堀３丁目２５番１０号東京都中央区八丁堀３丁目２５番１０号東京都中央区八丁堀３丁目２５番１０号JRJRJRJR八丁堀ビル５階八丁堀ビル５階八丁堀ビル５階八丁堀ビル５階

TEL : 03TEL : 03TEL : 03TEL : 03----6661666166616661----1155115511551155
担当担当担当担当 : : : : 牧野（牧野（牧野（牧野（eeee----mail : info@zengyoken.jpmail : info@zengyoken.jpmail : info@zengyoken.jpmail : info@zengyoken.jp））））



〇書類〇書類〇書類〇書類No.8No.8No.8No.8「同等額以上の報酬であることの説明書」について「同等額以上の報酬であることの説明書」について「同等額以上の報酬であることの説明書」について「同等額以上の報酬であることの説明書」について

「同等額以上の報酬であることの説明書」の記載にあたり、受入れ企業が守らなければならない「同等額以上の報酬であることの説明書」の記載にあたり、受入れ企業が守らなければならない「同等額以上の報酬であることの説明書」の記載にあたり、受入れ企業が守らなければならない「同等額以上の報酬であることの説明書」の記載にあたり、受入れ企業が守らなければならない特特特特
定技能雇用契約に係る賃金支払い基準（建設分野）定技能雇用契約に係る賃金支払い基準（建設分野）定技能雇用契約に係る賃金支払い基準（建設分野）定技能雇用契約に係る賃金支払い基準（建設分野）は、以下のとおりです。は、以下のとおりです。は、以下のとおりです。は、以下のとおりです。

〇書類〇書類〇書類〇書類No.15No.15No.15No.15「建設キャリアアップシステムの技能者「建設キャリアアップシステムの技能者「建設キャリアアップシステムの技能者「建設キャリアアップシステムの技能者IDIDIDIDを確認する書類」についてを確認する書類」についてを確認する書類」についてを確認する書類」について

建設特定技能受入計画の認定要件のひとつとして、建設特定技能受入計画の認定要件のひとつとして、建設特定技能受入計画の認定要件のひとつとして、建設特定技能受入計画の認定要件のひとつとして、受入企業・１号特定技能外国人の建設受入企業・１号特定技能外国人の建設受入企業・１号特定技能外国人の建設受入企業・１号特定技能外国人の建設
キャリアアップシステム（キャリアアップシステム（キャリアアップシステム（キャリアアップシステム（CCUSCCUSCCUSCCUS）への登録が必要）への登録が必要）への登録が必要）への登録が必要です。です。です。です。
ＪＡＣＪＡＣＪＡＣＪＡＣでは、「では、「では、「では、「CCUSCCUSCCUSCCUS手数料支援」として、特定技能外国人を雇用する事業者の管理者手数料支援」として、特定技能外国人を雇用する事業者の管理者手数料支援」として、特定技能外国人を雇用する事業者の管理者手数料支援」として、特定技能外国人を雇用する事業者の管理者IDIDIDID利用利用利用利用

料、特定技能外国人の能力評価手数料を全額支援しています。料、特定技能外国人の能力評価手数料を全額支援しています。料、特定技能外国人の能力評価手数料を全額支援しています。料、特定技能外国人の能力評価手数料を全額支援しています。

特定技能外国人等の「建設キャリアアップシステム（特定技能外国人等の「建設キャリアアップシステム（特定技能外国人等の「建設キャリアアップシステム（特定技能外国人等の「建設キャリアアップシステム（CCUSCCUSCCUSCCUS）」への資格・就業履歴の蓄積促）」への資格・就業履歴の蓄積促）」への資格・就業履歴の蓄積促）」への資格・就業履歴の蓄積促
進支援制度を創設し、進支援制度を創設し、進支援制度を創設し、進支援制度を創設し、令和６年度まで、令和６年度まで、令和６年度まで、令和６年度まで、CCUSCCUSCCUSCCUSの管理者の管理者の管理者の管理者IDIDIDID利用料（利用料（利用料（利用料（11,40011,40011,40011,400円）、能力評価手数料円）、能力評価手数料円）、能力評価手数料円）、能力評価手数料
（（（（4,0004,0004,0004,000円）の全額を支援円）の全額を支援円）の全額を支援円）の全額を支援していました。していました。していました。していました。

令和７年度より、これらに加えて令和７年度より、これらに加えて令和７年度より、これらに加えて令和７年度より、これらに加えて支援対象企業支援対象企業支援対象企業支援対象企業（日本建設業連合会、全国建設業協会、全国（日本建設業連合会、全国建設業協会、全国（日本建設業連合会、全国建設業協会、全国（日本建設業連合会、全国建設業協会、全国
中小建設業協会の傘下受入企業（元請））中小建設業協会の傘下受入企業（元請））中小建設業協会の傘下受入企業（元請））中小建設業協会の傘下受入企業（元請））に、事業者登録更新料（に、事業者登録更新料（に、事業者登録更新料（に、事業者登録更新料（48,00048,00048,00048,000円上限）、カード円上限）、カード円上限）、カード円上限）、カード
リーダー購入費（リーダー購入費（リーダー購入費（リーダー購入費（60,00060,00060,00060,000円上限）、現場利用料（タッチ費用、円上限）、現場利用料（タッチ費用、円上限）、現場利用料（タッチ費用、円上限）、現場利用料（タッチ費用、250,000250,000250,000250,000円上限）を支援円上限）を支援円上限）を支援円上限）を支援していしていしていしてい
ます。ます。ます。ます。



③③③③特定技能外国人支援計画の作成特定技能外国人支援計画の作成特定技能外国人支援計画の作成特定技能外国人支援計画の作成
・・・・支援計画を作成支援計画を作成支援計画を作成支援計画を作成し、し、し、し、在留資格認定証明書の交付申請又は在留資格変更許可申請の際、在留資格認定証明書の交付申請又は在留資格変更許可申請の際、在留資格認定証明書の交付申請又は在留資格変更許可申請の際、在留資格認定証明書の交付申請又は在留資格変更許可申請の際、出入国出入国出入国出入国
在留管理庁に提出在留管理庁に提出在留管理庁に提出在留管理庁に提出します。します。します。します。

・・・・支援計画は、省令で定められた１０項目の実施内容・方法等を記入支援計画は、省令で定められた１０項目の実施内容・方法等を記入支援計画は、省令で定められた１０項目の実施内容・方法等を記入支援計画は、省令で定められた１０項目の実施内容・方法等を記入します。します。します。します。
・支援計画実施の全部又は一部を登録支援機関に委託することができます。・支援計画実施の全部又は一部を登録支援機関に委託することができます。・支援計画実施の全部又は一部を登録支援機関に委託することができます。・支援計画実施の全部又は一部を登録支援機関に委託することができます。
・受入企業の求めに応じて、１０項目のうち、①④は・受入企業の求めに応じて、１０項目のうち、①④は・受入企業の求めに応じて、１０項目のうち、①④は・受入企業の求めに応じて、１０項目のうち、①④はFITSFITSFITSFITSが適正費用で実施、⑦⑨はが適正費用で実施、⑦⑨はが適正費用で実施、⑦⑨はが適正費用で実施、⑦⑨はJACJACJACJACが無が無が無が無
償で実施します。償で実施します。償で実施します。償で実施します。

・・・・JACJACJACJAC::::（（（（一社一社一社一社）建設技能人材機構、）建設技能人材機構、）建設技能人材機構、）建設技能人材機構、FITS:FITS:FITS:FITS:（一財）国際建設技能振興機構への一部依頼につい（一財）国際建設技能振興機構への一部依頼につい（一財）国際建設技能振興機構への一部依頼につい（一財）国際建設技能振興機構への一部依頼につい
ての詳細は、ての詳細は、ての詳細は、ての詳細は、JAC JAC JAC JAC （（（（0120012001200120----220353220353220353220353）にお問い合わせ下さい。）にお問い合わせ下さい。）にお問い合わせ下さい。）にお問い合わせ下さい。

④在留資格認定証明書の交付申請等④在留資格認定証明書の交付申請等④在留資格認定証明書の交付申請等④在留資格認定証明書の交付申請等
・・・・試験合格者などの外国人を日本に招へいする場合には、試験合格者などの外国人を日本に招へいする場合には、試験合格者などの外国人を日本に招へいする場合には、試験合格者などの外国人を日本に招へいする場合には、受入企業は出入国在留管理庁に在留受入企業は出入国在留管理庁に在留受入企業は出入国在留管理庁に在留受入企業は出入国在留管理庁に在留
資格証明書の交付申請資格証明書の交付申請資格証明書の交付申請資格証明書の交付申請を行い、その証明書を外国人に送付します。在日外国人は、自ら出入を行い、その証明書を外国人に送付します。在日外国人は、自ら出入を行い、その証明書を外国人に送付します。在日外国人は、自ら出入を行い、その証明書を外国人に送付します。在日外国人は、自ら出入
国在留管理庁に在留資格変更許可申請を行います。国在留管理庁に在留資格変更許可申請を行います。国在留管理庁に在留資格変更許可申請を行います。国在留管理庁に在留資格変更許可申請を行います。

・受入計画の認定前でも交付申請等は可能ですが、認定証の交付及び在留許可の変更許可を受・受入計画の認定前でも交付申請等は可能ですが、認定証の交付及び在留許可の変更許可を受・受入計画の認定前でも交付申請等は可能ですが、認定証の交付及び在留許可の変更許可を受・受入計画の認定前でも交付申請等は可能ですが、認定証の交付及び在留許可の変更許可を受
ける際には、受入計画の認定証の写しが必要です。ける際には、受入計画の認定証の写しが必要です。ける際には、受入計画の認定証の写しが必要です。ける際には、受入計画の認定証の写しが必要です。

・在留資格認定証明書等の書類の書き方や手続きなどの詳細は、出入国在留管理庁にお問い合・在留資格認定証明書等の書類の書き方や手続きなどの詳細は、出入国在留管理庁にお問い合・在留資格認定証明書等の書類の書き方や手続きなどの詳細は、出入国在留管理庁にお問い合・在留資格認定証明書等の書類の書き方や手続きなどの詳細は、出入国在留管理庁にお問い合
わせ下さい。わせ下さい。わせ下さい。わせ下さい。

⑤⑤⑤⑤雇用保険被保険者資格取得届等雇用保険被保険者資格取得届等雇用保険被保険者資格取得届等雇用保険被保険者資格取得届等
雇用及び離職の際雇用及び離職の際雇用及び離職の際雇用及び離職の際、、、、雇用保険者資格取得届等をハローワークに提出雇用保険者資格取得届等をハローワークに提出雇用保険者資格取得届等をハローワークに提出雇用保険者資格取得届等をハローワークに提出しますしますしますします。。。。

⑥⑥⑥⑥受入報告書の提出受入報告書の提出受入報告書の提出受入報告書の提出
・・・・受入れ後受入れ後受入れ後受入れ後、、、、概ね１カ月以内に受入報告書を下記のアドレスから概ね１カ月以内に受入報告書を下記のアドレスから概ね１カ月以内に受入報告書を下記のアドレスから概ね１カ月以内に受入報告書を下記のアドレスから「「「「外国人就労管理システム外国人就労管理システム外国人就労管理システム外国人就労管理システム」」」」
にアクセスして報告にアクセスして報告にアクセスして報告にアクセスして報告しますしますしますします。。。。

・・・・詳細は詳細は詳細は詳細は、、、、国土交通省の各地方整備局国土交通省の各地方整備局国土交通省の各地方整備局国土交通省の各地方整備局、、、、北海道開発局又は沖縄総合事務局にお問い合わせ下さ北海道開発局又は沖縄総合事務局にお問い合わせ下さ北海道開発局又は沖縄総合事務局にお問い合わせ下さ北海道開発局又は沖縄総合事務局にお問い合わせ下さ
いいいい。。。。

https://gaikokujin-shuro.keg.jp/gjsk_1.0.0/portal

■ 外国人支援計画 １０項目



⑦⑦⑦⑦受入れ後講習受入れ後講習受入れ後講習受入れ後講習
「受入れ後講習」「受入れ後講習」「受入れ後講習」「受入れ後講習」は、在留資格「特定技能」として、建設分野での就労をスタートさせる外国は、在留資格「特定技能」として、建設分野での就労をスタートさせる外国は、在留資格「特定技能」として、建設分野での就労をスタートさせる外国は、在留資格「特定技能」として、建設分野での就労をスタートさせる外国
人のために、人のために、人のために、人のために、一般財団法人国際建設技能振興機構（一般財団法人国際建設技能振興機構（一般財団法人国際建設技能振興機構（一般財団法人国際建設技能振興機構（FITSFITSFITSFITS）主催）主催）主催）主催で、受入れ後講習を実施していまで、受入れ後講習を実施していまで、受入れ後講習を実施していまで、受入れ後講習を実施していま
す。この講習は、建設分野の特定技能外国人が、自分たちに関わる受入れや保護の仕組みを理解す。この講習は、建設分野の特定技能外国人が、自分たちに関わる受入れや保護の仕組みを理解す。この講習は、建設分野の特定技能外国人が、自分たちに関わる受入れや保護の仕組みを理解す。この講習は、建設分野の特定技能外国人が、自分たちに関わる受入れや保護の仕組みを理解
し、安心して、また目標をもって仕事に打ち込むことができることを目的としており、し、安心して、また目標をもって仕事に打ち込むことができることを目的としており、し、安心して、また目標をもって仕事に打ち込むことができることを目的としており、し、安心して、また目標をもって仕事に打ち込むことができることを目的としており、国土交通国土交通国土交通国土交通
大臣から建設特定技能受入計画の認定を受けた受入企業大臣から建設特定技能受入計画の認定を受けた受入企業大臣から建設特定技能受入計画の認定を受けた受入企業大臣から建設特定技能受入計画の認定を受けた受入企業は、特定技能外国人の受入れ後、は、特定技能外国人の受入れ後、は、特定技能外国人の受入れ後、は、特定技能外国人の受入れ後、原則原則原則原則6666
か月以内に、特定技能外国人にこの講習を受講させることが義務付けられています。か月以内に、特定技能外国人にこの講習を受講させることが義務付けられています。か月以内に、特定技能外国人にこの講習を受講させることが義務付けられています。か月以内に、特定技能外国人にこの講習を受講させることが義務付けられています。
令和令和令和令和5555年年年年3333月以降実施される講習については、受講料（月以降実施される講習については、受講料（月以降実施される講習については、受講料（月以降実施される講習については、受講料（15,40015,40015,40015,400円／人）を円／人）を円／人）を円／人）をＪＡＣＪＡＣＪＡＣＪＡＣが全額負担が全額負担が全額負担が全額負担してしてしてして

います。います。います。います。

巡回指導の風景巡回指導の風景巡回指導の風景巡回指導の風景

受入れ後講習の風景受入れ後講習の風景受入れ後講習の風景受入れ後講習の風景

母国語ホットライン相談窓口母国語ホットライン相談窓口母国語ホットライン相談窓口母国語ホットライン相談窓口
（ホットラインカード）（ホットラインカード）（ホットラインカード）（ホットラインカード）



■ ＪＡＣによる特定技能外国人受入れ支援

建設技能人材機構（建設技能人材機構（建設技能人材機構（建設技能人材機構（JACJACJACJAC）で）で）で）では、就労を希望する外国人に対して、は、就労を希望する外国人に対して、は、就労を希望する外国人に対して、は、就労を希望する外国人に対して、正会員団体が実施正会員団体が実施正会員団体が実施正会員団体が実施
する職種説明会、採用活動、基本的な技能に関する研修・講習する職種説明会、採用活動、基本的な技能に関する研修・講習する職種説明会、採用活動、基本的な技能に関する研修・講習する職種説明会、採用活動、基本的な技能に関する研修・講習の実施をの実施をの実施をの実施を支援支援支援支援しています。しています。しています。しています。

「「「「就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業」（」（」（」（JACJACJACJAC））））

以下の①～③のいずれかの事業を実施する正会員団体に対し、その経費を以下の①～③のいずれかの事業を実施する正会員団体に対し、その経費を以下の①～③のいずれかの事業を実施する正会員団体に対し、その経費を以下の①～③のいずれかの事業を実施する正会員団体に対し、その経費をJACJACJACJACが負担が負担が負担が負担。。。。

①①①① 就労を希望する外国人（試験合格者を含む）に対する就労を希望する外国人（試験合格者を含む）に対する就労を希望する外国人（試験合格者を含む）に対する就労を希望する外国人（試験合格者を含む）に対する研修・講習研修・講習研修・講習研修・講習

②②②② 就労を希望する外国人（試験合格者を含む）に対する就労を希望する外国人（試験合格者を含む）に対する就労を希望する外国人（試験合格者を含む）に対する就労を希望する外国人（試験合格者を含む）に対する職種の周知活動や採用活動等職種の周知活動や採用活動等職種の周知活動や採用活動等職種の周知活動や採用活動等

③③③③ ①及び②を一体的に実施①及び②を一体的に実施①及び②を一体的に実施①及び②を一体的に実施

■ 就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業

当協会当協会当協会当協会では、会員企業における担い手不足対策を支援するため、「では、会員企業における担い手不足対策を支援するため、「では、会員企業における担い手不足対策を支援するため、「では、会員企業における担い手不足対策を支援するため、「就労を希望す就労を希望す就労を希望す就労を希望す
る外国人への研修等に対する支援る外国人への研修等に対する支援る外国人への研修等に対する支援る外国人への研修等に対する支援事業」事業」事業」事業」(JAC)(JAC)(JAC)(JAC)を活用したプログラムをを活用したプログラムをを活用したプログラムをを活用したプログラムを検討中です検討中です検討中です検討中です。。。。

全漁建による「全漁建による「全漁建による「全漁建による「就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業就労を希望する外国人への研修等に対する支援事業（（（（JACJACJACJAC）」の活用例）」の活用例）」の活用例）」の活用例

①①①① 全漁建内に全漁建内に全漁建内に全漁建内に外国人受入研究会（仮称）の設置外国人受入研究会（仮称）の設置外国人受入研究会（仮称）の設置外国人受入研究会（仮称）の設置を検討を検討を検討を検討

②②②② 全漁建（外国人受入研究会（仮称）を含む。）は、海外において、全漁建（外国人受入研究会（仮称）を含む。）は、海外において、全漁建（外国人受入研究会（仮称）を含む。）は、海外において、全漁建（外国人受入研究会（仮称）を含む。）は、海外において、就労を希望する外国人への就労を希望する外国人への就労を希望する外国人への就労を希望する外国人への
職種説明会、採用活動、基本的な技能に関する研修・講習職種説明会、採用活動、基本的な技能に関する研修・講習職種説明会、採用活動、基本的な技能に関する研修・講習職種説明会、採用活動、基本的な技能に関する研修・講習を実施を実施を実施を実施

③③③③全漁建職員等の旅費・宿泊費、会場借上費等必要経費は、全漁建職員等の旅費・宿泊費、会場借上費等必要経費は、全漁建職員等の旅費・宿泊費、会場借上費等必要経費は、全漁建職員等の旅費・宿泊費、会場借上費等必要経費は、JACJACJACJACが全額負担が全額負担が全額負担が全額負担

スリランカにおける日本語、機械メンテナンス、重機オペレーションの授業風景

■ 全漁建による支援事業（検討中）

○○○共和国における職種説明会プログラム（イメージ） 

 

１日目       入国 

２日目～３・４日目 職種説明会等 

（プログラムの例） 

（１日目）〇開会・挨拶 

〇「日本における漁港漁場整備について」     ：全漁建 

〇「各社の概要、事業内容及び労働環境について」 ：会員各社 

〇「特定技能外国人制度の概要」         ：外部講師 

〇意見交換等 

〇閉会 

（２日目）〇訓練学校等現場視察 

〇意見交換等 

最終日       帰国 



就職している特定技能外国人及び将来特定技能外国人として雇用す就職している特定技能外国人及び将来特定技能外国人として雇用す就職している特定技能外国人及び将来特定技能外国人として雇用す就職している特定技能外国人及び将来特定技能外国人として雇用す
る予定のある技能実習生に対して、る予定のある技能実習生に対して、る予定のある技能実習生に対して、る予定のある技能実習生に対して、正会員団体が技能・技術等の向上正会員団体が技能・技術等の向上正会員団体が技能・技術等の向上正会員団体が技能・技術等の向上
を目指してスキルアップ技能研修（技能検定合格を目指した能力向上を目指してスキルアップ技能研修（技能検定合格を目指した能力向上を目指してスキルアップ技能研修（技能検定合格を目指した能力向上を目指してスキルアップ技能研修（技能検定合格を目指した能力向上
研修等）を実施する場合研修等）を実施する場合研修等）を実施する場合研修等）を実施する場合に、正会員団体に対して、その経費をＪＡＣに、正会員団体に対して、その経費をＪＡＣに、正会員団体に対して、その経費をＪＡＣに、正会員団体に対して、その経費をＪＡＣ
が負担します。が負担します。が負担します。が負担します。

■ スキルアップ技能研修に対する支援事業

■ 特別教育・技能講習等に対する支援事業

就職している特定技能外国人及び将来特定技能外国人として雇用する予定のある技能就職している特定技能外国人及び将来特定技能外国人として雇用する予定のある技能就職している特定技能外国人及び将来特定技能外国人として雇用する予定のある技能就職している特定技能外国人及び将来特定技能外国人として雇用する予定のある技能
実習生に対して、実習生に対して、実習生に対して、実習生に対して、正会員団体の会員企業正会員団体の会員企業正会員団体の会員企業正会員団体の会員企業又はＪＡＣ賛助会員が又はＪＡＣ賛助会員が又はＪＡＣ賛助会員が又はＪＡＣ賛助会員が特別教育・技能講習等を特別教育・技能講習等を特別教育・技能講習等を特別教育・技能講習等を
受講させ資格を取得させた場合には、その経費をＪＡＣに直接請求受講させ資格を取得させた場合には、その経費をＪＡＣに直接請求受講させ資格を取得させた場合には、その経費をＪＡＣに直接請求受講させ資格を取得させた場合には、その経費をＪＡＣに直接請求できます。できます。できます。できます。

この支援事業は、厚生労働省の建設労働者技能実習コースを受講し、中小企業建設事この支援事業は、厚生労働省の建設労働者技能実習コースを受講し、中小企業建設事この支援事業は、厚生労働省の建設労働者技能実習コースを受講し、中小企業建設事この支援事業は、厚生労働省の建設労働者技能実習コースを受講し、中小企業建設事
業主として経費助成を受けた場合を対象とし、当該助成経費部分を除きＪＡＣが負担し業主として経費助成を受けた場合を対象とし、当該助成経費部分を除きＪＡＣが負担し業主として経費助成を受けた場合を対象とし、当該助成経費部分を除きＪＡＣが負担し業主として経費助成を受けた場合を対象とし、当該助成経費部分を除きＪＡＣが負担し
ます。（参照：建設事業主等に対する助成金ます。（参照：建設事業主等に対する助成金ます。（参照：建設事業主等に対する助成金ます。（参照：建設事業主等に対する助成金 パンフレット）パンフレット）パンフレット）パンフレット）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000201717_00006.htmlhttps://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000201717_00006.htmlhttps://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000201717_00006.htmlhttps://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000201717_00006.html

■ 特定技能外国人のスキルアップと働きやすい職場づくり支援

ＪＡＣは、ＪＡＣは、ＪＡＣは、ＪＡＣは、無料の安全衛生教育や日本語講座をはじめ、受入れに関する各種費用の無料の安全衛生教育や日本語講座をはじめ、受入れに関する各種費用の無料の安全衛生教育や日本語講座をはじめ、受入れに関する各種費用の無料の安全衛生教育や日本語講座をはじめ、受入れに関する各種費用の
支援支援支援支援など、コスト縮減につながるサービスを行っています。など、コスト縮減につながるサービスを行っています。など、コスト縮減につながるサービスを行っています。など、コスト縮減につながるサービスを行っています。



■ 育成就労制度

これまでの技術移転による国際貢献を目的としたこれまでの技術移転による国際貢献を目的としたこれまでの技術移転による国際貢献を目的としたこれまでの技術移転による国際貢献を目的とした「技能実習制度」「技能実習制度」「技能実習制度」「技能実習制度」が見直されが見直されが見直されが見直され
（令和６年６月（令和６年６月（令和６年６月（令和６年６月21212121日公布）日公布）日公布）日公布）、人材確保及び人材育成を目的とする、人材確保及び人材育成を目的とする、人材確保及び人材育成を目的とする、人材確保及び人材育成を目的とする「育成就労制度」「育成就労制度」「育成就労制度」「育成就労制度」
が新たに創設されました（令和９年４月施行予定）。が新たに創設されました（令和９年４月施行予定）。が新たに創設されました（令和９年４月施行予定）。が新たに創設されました（令和９年４月施行予定）。
育成就労制度施行後は、原則、技能実習生として入国できません。育成就労制度施行後は、原則、技能実習生として入国できません。育成就労制度施行後は、原則、技能実習生として入国できません。育成就労制度施行後は、原則、技能実習生として入国できません。



■ 外国人労働者の推移と在留資格



■ 外国人向け紹介動画（英語）

（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会（一社）全日本漁港建設協会
東京都中央区八丁堀３丁目２５番１０号東京都中央区八丁堀３丁目２５番１０号東京都中央区八丁堀３丁目２５番１０号東京都中央区八丁堀３丁目２５番１０号JRJRJRJR八丁堀ビル５階八丁堀ビル５階八丁堀ビル５階八丁堀ビル５階

TEL : 03TEL : 03TEL : 03TEL : 03----6661666166616661----1155115511551155
担当担当担当担当 : : : : 事務局長事務局長事務局長事務局長 牧野（牧野（牧野（牧野（eeee----mail mail mail mail : info@: info@: info@: info@zengyoken.jpzengyoken.jpzengyoken.jpzengyoken.jp））））

当協会では、当協会では、当協会では、当協会では、外国人向けの職種説明会、採用活動等のための動画外国人向けの職種説明会、採用活動等のための動画外国人向けの職種説明会、採用活動等のための動画外国人向けの職種説明会、採用活動等のための動画（以下は抜粋した静止（以下は抜粋した静止（以下は抜粋した静止（以下は抜粋した静止
画）を作成しています。以下の画）を作成しています。以下の画）を作成しています。以下の画）を作成しています。以下の当協会のホームページに掲載していますのでご覧下さい。当協会のホームページに掲載していますのでご覧下さい。当協会のホームページに掲載していますのでご覧下さい。当協会のホームページに掲載していますのでご覧下さい。
https://zengyoken.jp/activity/modernize/support.htmlhttps://zengyoken.jp/activity/modernize/support.htmlhttps://zengyoken.jp/activity/modernize/support.htmlhttps://zengyoken.jp/activity/modernize/support.html


